
令和５年度 第 3回境港市男女共同参画推進審議会 会議録 
 

■日時： 令和５年 11月 1日（水） 午前１０時～１１時 5分 
■場所： 境港市役所 第１会議室 
 
■日程 

１ 開  会 

 
２ 会長あいさつ 
 
３ 議   事 
  

（１）第４次境港市男女共同参画推進計画(案)について       
 
（２）今後の日程について          

  
4 そ の 他 
 
5 閉   会 
 
 
■ 出席者（敬称略） 

佐篠 邦雄、足立 光枝、山根 伸彦、小谷 輝泰、 

原田 篤  、保坂 史子、宮本 剛志、涌嶋 美恵       ８名 
 

■ 欠者（敬称略） 
    河岡 亜樹菜、金津 唯可                         ２名 
 
■ 傍聴者 
    なし 
 
 
■ 会議録（要旨） 
１ 開会（小川総合政策課長） 

２ 会長あいさつ 
  忌憚ない意見とご審議をいただきたいと思います。 
3 議事 
 （１）第４次境港市男女共同参画推進計画(案)について   
 
佐篠会長 
それでは議事に入ります。事務局の方から、よろしくお願いします。 
 
事務局（人権政策室長）  
まずパブリックコメントについてご報告いたします。9 月 25 日から 10 月 24 日まで 1 ヶ月間
行いました。閲覧場所は、市内全公民館と市男女共同参画センター、しおさい会館、市役所、市

のホームページで行いましたけれども、0件になっております。 
  



佐篠会長 

今、パブリックコメントについて説明がありました。件数は 0 件ということで、これにつきまして、
ご意見ございませんでしょうかね。 

 
委員 
いろいろ市役所の方でパブリックコメントをとっておられる。0件が一般的にどうなのか。 
 
事務局（人権政策室長）  
男女共同参画は 5年前も 0件です。 
他の計画につきましては、総合計画はやっぱり市の全体計画ですのであります。また福祉計画
とかもご意見はあると思います。 

 

事務局（総合政策課長）  
今回の男女共同参画は、パブリックコメントはなかったのですけども、この計画を作る前の年に
アンケートをさせていただいていて、意識調査ですとかそういったものは計画には当然踏まえてい
るところでございます。 
 
佐篠会長 
ありがとうございます。 
いろんな方法で素案ができたということでございますのでご了承願いたいと思います。 
今後の協議については事務局が、委員の皆さんから聴取しまして、集約を行っていただきたい
と思いますので、項目ごとにご説明をいただきたいと思います。 

 
事務局（人権政策室長）  

計画書（案）表紙、策定にあたって、計画の体系を説明 
 
佐篠会長 
表紙と 5ページまで説明がございました。今まで審議した内容が盛り込まれていると思います
けども、この辺につきまして、何かご意見とかありませんでしょうか。 

 
委員 
目次の裏面のところの参考資料ですが、一番上の子ども、子育て支援事業計画と 3 行目の
障がい児者プランは「境港市」がついていて、他はついてない。正式名称的にはどうでしょうか。 
 
事務局（総合政策課長）  

ここは統一したほうがいいので、確認させていただきたいと思います。 
 
佐篠会長 
つけるならつけるということですね。 

 
委員 

   3 ページの計画概要のところですが、基本理念は、「性別」にかかわりなくで、将来像とか表紙 
  だと「性」にかかわりなくとか表記が統一されていないような感じ。これって条例とかに書いてあ
るのですか。 

 
事務局（総合政策課長）  

基本理念にあるような７項目は、もともとは条例からです。文章のつながりもあってそういうふう
になっているので、そこから引用している部分もあります。 



「性」と「性別」という言葉で確認をさせていただきます。 

 
佐篠会長 
それでは表紙と策定計画の概要については、これでよろしいでしょうか。 
ないようでしたら、続きまして目標の１・２・３・４と順番に説明をお願いしたいと思います。 

 
事務局（人権政策室長）  
  目標 1 を説明。 
 
佐篠会長 
今説明がありました大きな目標１ 心温まる意識づくりということで、最初の方は調査結果とか
ありますけど、結果を踏まえて施策や課題とか、出ておりますけどもこれにつきまして、皆さんがた

の意見を聞きたいと思いますけども、こういう方向でいくということでございますけれどもよろしい
でしょうかね。 

 
委員  はい。 
 
佐篠会長 
特にございませんので、続きまして、目標 2 の活力あるまちづくりということですね。説明をお
願いします。 

 
事務局（人権政策室長）  

    目標 2 を説明。 
 

佐篠会長 
目標 2 の「活力あるまちづくり」につきまして、説明をいただきましたけれど、前回の審議会を
踏まえまして、いろいろ反映されていると思いますけど、何か付け加えたりとかはございませんで
しょうか。 

 
委員 
「課題 4 の市政への男女共同参画を推進する」 ですが前回の審議会でも若干発言したとこ
ろなのですけど、女性の候補者が少ないという、そういったところで政治分野の男女共同参画の
推進というのは、今回見送っているような感じでしょうか。 
 
事務局（総合政策課長）  

市の執行部側として、議会のことをこちらの立場でなかなかこうしなさいということが難しい。 
 
委員 
議会のことというより、公職の候補者なので、当然長も含むと思うのですけども、そういったとこ
ろ全体的な市政への参画というような機会を通じてと言うようなところは、いかがでしょうか。 
 
事務局（総合政策課長）  
全体の意識としては当然政策や方針決定には女性参画ということもあるように、当然取り組ま
させていただきたいと思うのですが、先ほどの意見でおっしゃるところは、本当にわかるのですけ
ど書ける内容として、今回は文言をちょっと整理させていただいたところでございます。 

 

事務局（人権政策室長）  
最後に説明させてもらうのですけど、51 ページの数値目標一覧です。 



そこに、目標１の男女の地位が平等になっていると感じている市民の割合ですが、こちらは、ど

の項目が平等になっているのかって言うのは前回上げてなかったのですけど、そこにもっとわか
りやすく家庭、職場、地域、学校、行政等に政治の分野を明記して、すべての平均値を５０％にし
ていきます。そのためには、政治の参加とかも、幅広く広報啓発を行っていきたいと思っておりま
す。 
 
事務局（総合政策課長）  
市がやる部分だけでなく、企業の皆様とかいろんな立場の方にも参画いただきながら周知な
ど努める中で、議会だったり、職場だったり、企業だったり、学校とかいろんな場面で男女の差が
ないような形に向かっていくということで整理しております。 
ご意見も踏まえて、高い目標値にしています。51 ページで説明いたしましたが、今回これを本
当に実現できるようにですね、毎年毎年ＰＤＣＡというふうに皆さんに状況報告してご意見いただ

いて、達成できるように頑張っていきたいと思います。 
 
佐篠会長 
目標2につきましては、他にご意見ございませんでしょうか。ないようでしたら、目標2はこうい 
う方向でいきたいと思います。よろしくお願いします。 
続きまして目標 3で働きやすい環境づくりということで、説明いただきたい。 

 
事務局（人権政策室長）  
目標 3の説明。 
 
佐篠会長 
今、説明がありました働きやすい環境づくりということで、特に女性の就業の支援とか、介護や

子育てしながら働ける環境づくりということで、高齢化が進む中で、介護とかが増えてきて、離職
も出てくると思いますけども、その辺のところもいろんな企業も理解をしていただかなきゃいけな
いと思いますけども、そういう中で、女性が働きやすい、ということで取り組んでいこうということで
すけども。この内容につきまして、こういう方向性でいいのかということでございますけども。 

 
委員 
結構いろんなことをよくされていると感じています。先般、倉吉で講演会がありましたときに、大
学の先生が話されたのが、都会は働いてない女性が多い、田舎ほど働いて保育所に預けながら
やっている人が多いって言われたのですけど、やっぱり鳥取県もほとんどの方が働いて、それで
保育所に預けて働いてるというのも、そうだなと思うんですけど。やっぱり境港市もそうですけど、
高齢化が進んでいて、若い人が少ない。それで、子どもを預けて働かなければいけないっていう

事情があるのに、何とか対策をしてもらったら皆さん助かると思うんですよね。ここに書いてある
ことは、とってもいいなとは思います。 

 
佐篠会長 
ありがとうございます。他にこの内容につきましてご意見ございますか。 
女性だけでなく、男性もですけどね、両方働きやすい職場づくりということを目標だということ
で書いてあります。これでよろしいでしょうか。 

 
委員  はい。 
 
佐篠会長 

ありがとうございます。目標 3はこれでいくということでございます。 
続きまして目標の 4ですね。「笑顔がある暮らしづくり」ということで、説明をお願いします。 



事務局（人権政策室長）  

目標 4の説明。 
 
佐篠会長 
これにつきましてご意見とかありませんでしょうか。 
いろんな政策が載っておりますけども方向性がそれでいいでしょうかね。 
特に異論がないようですね。続きまして計画の推進ですね。 
 
事務局（人権政策室長） 
計画の推進から最後まで説明。 
 
佐篠会長 

最後の計画の推進と、数値目標ということです。数値目標につきましては、前回の審議を踏ま
えた数字が上がっていると思いますけど、この計画の推進につきまして、何かご意見、ご質問ござ
いませんでしょうか。 

 
委員 
保育園の待機児童ゼロに対してゼロですけど。これはいらないような気がします。 
理由は、達成しているものを目標にするのはおかしいっていうか、だったら学童保育の待機児
童は多分いると思うので、そっちを数値目標に出したほうがいいかなと思ったりします。 

 
委員 
年度初めがゼロでも、途中で数名発生したりとかあると思うのですが。 

 

事務局（総合政策課長）  
ここで上げているのは、4 月がゼロですけども、年度途中でどんどん赤ちゃんが生まれて参り
ますと、途中からに入りたくても、厳しいっていう状態がある。もう達成できているから、保育園の
問題はおいといていいということにもならなかったり、あと、保育園のニーズもさらに高まる可能
性もあるということで、今後も引き続きゼロを維持していって、さらに年度中途も含めて努めてい
くということで、整理させていただければと思います。 

 
委員 
入れない児童というのは結構いるのですか。 

 
事務局（総合政策課長） 

今は、生まれるお子さんが少ないので結果として、問題が沈静化しているというような状態で
す。今よくても、将来に渡ってしっかり受け皿をつくるには、こういう目標を掲げながら、地域全体
でいろんな施策を総動員していく必要があるかなというふうには考えております。 

 
委員 
何か注釈をつけておいたほうがよいと思います。目標値は通年ゼロ人にするとか。 
 
佐篠会長 
それでは委員が言われましたように、この待機児童の件につきましては、下の方に注釈をつけ
るということでよろしいでしょうかね。 
この件につきましては、特にないようでしたら、計画の推進につきましてこれでよろしいですね。 

 
委員  はい。 



佐篠会長 

この計画案につきましては、皆さま方に長期にわたり審議いただいて、ご協力ありがとうござい
ます。 
それでは第 4 次境港市男女共同参画推進計画案については、若干修正、追加のとこもある
かどうかと思いますけども、この方向でいくということでございますので、よろしくお願いしたいと
思います。 
続きまして（2）番に行きたいと思います。 

 
（２）今後の日程について  
 
事務局（人権政策室長） 
先ほどは、いろいろご意見ありがとうございました。まず、先ほどのご意見で確認です。 

確認事項の 1 点目が、参考資料の計画名に「境港市」がいるかいらないか、必要か必要じゃ
ないか。そこの統一を確認するというところ、次 2 点目が基本理念のところの、「性」にかかわり
なくとか「性別」にかかわりなく、それ以外でも、「性」「性別」っていうところを確認するっていうと
ころ、3 点目が、待機児童目標値のところに注釈を入れて、この数字は年度始めのものであるっ
ていうところを明確にするっていうこと。 
以上3点のご意見をいただきまして、それをこちらの方で確認をいたしまして、最終決定という
形にさせていただこうと思います。 
修正したものは、また委員の皆様に送らせていただいて確認してもらいますけど、それでよろし
かったでしょうか。 
今後は、この審議会として、市にこの最終案を答申という形で、11 月 10 日に佐篠会長が代
表で市長に提出されますので、その後、市の方が受けたという形で、決裁を経て確定というよう
な流れになって、そのあと 12 月の議会の委員会などでも議員さんにも説明をさせていただいた

り、あと今年度中に、冊子の印刷と、概要版なども作成しまして、配布周知をしていくような流れ
になっております。今後の予定については、簡単ですけど、以上です。ありがとうございました。 
 
佐篠会長 
日程につきましては以上ですけど、特に皆さん方、質問とかございませんでしょうか。 
ないようですので、次に進みますけども、その他につきまして、事務局の方から、どうぞ。 

 
事務局（総合政策課長） 
このたびの計画では、本当に活発なご意見をいただきまして、計画の方向、特に先ほども出ま
した目標値の部分などでは、大きく見直しを掲げたところでございます。 
改めまして、そういったご意見をたくさんちょうだいして良い計画ができたということでお礼を

申し上げながら引き続き、実施にあたってのご協力なども含めてご支援をよろしくお願いいたし
ます。どうも、ありがとうございました。 
 
佐篠会長 
本日の審議会は、これをもちまして終了します。 
皆さん、お疲れ様でございました。ありがとうございました。 

 


